
１．はじめに

本工事は、平成２０年６月１４日に発生した「平成

２０年岩手・宮城内陸地震」により被災した国道３９８

号線の復旧工事である。

本工事区間は、地震の震源地に近く大きな被害

が発生したため、早期復旧が望まれた（写真―１）。

工事概要を以下に示す。

工事概要

�１ 工 事 名：平成２０年度 ２０災第４０―A０１号

本沢小川原�２他道路災害復旧工事
�２ 発 注 者：宮城県北部土木事務所

�３ 工事場所：国道３９８号栗原市花山字本沢

小川原�２他 地内

�４ 工 期：平成２０年１２月８日～

平成２１年５月８日

本工事における主な工種は、表―１、２に示す

とおりである。

１）本検討の工種
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表―１ 本工事の工種（第４０号工区）

表―２ 工種（第４１号工区）

写真―１ 被災箇所の撤去状況
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２．現場における問題点

本工事は、災害復旧工事であり一刻も早い復旧

が望まれたため、施工方法の検討を行った。

表―１、２に示す工種の中で、ブロック積み擁

壁は、当初設計の間知ブロック積工（図―１）か

らコンクリート二次製品による大型ブロック積工

（図―２）に変更することで、大幅な工期の短縮

が可能となると考えられた。

（従来工法の問題点）

間知ブロック積工の問題点を次に示す。

・ 小さなブロックを人力で据え付けるため、

施工に時間がかかる。

・ 裏込めコンクリートが必要なため、型枠設

置・生コン打設・埋め戻し作業が必要である。

・ １日の施工サイクルに段取り変えが多く工

程が多い。

・ 根石ブロックを現場打ちで施工するため、

１段目のブロックを積む際調整が必要となる。

・ １日あたりの施工数量が決まってしまい、

日々のコンクリートの養生などに多くの時間

がかかる。

３．工夫・改善点と適用結果

�１ 工夫・改善点

当初設計の間知ブロック積工は、工程短縮を検

討する上で問題点が多い。

そこで、発注者側と協議した結果、施工期間の

短縮が可能な、２次製品の大型ブロックを使用し

たブロック積工に変更する承諾を得た（写真―２）。

図―１ 従来工法 間知ブロック積み工

図―２ 変更工法 大型ブロック積工 写真―２ 大型ブロック積工の施工状況
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：従来工法 
：変更後 

�２ 適用結果

当初設計の間知ブロック積工からコンクリート

２次製品の大型ブロック積工に変更した結果、次

のような効果があった。

・ 施工性が良く工期の短縮が可能となった

（図―３、従来工法１．５ヶ月が、変更後１ヶ月

に短縮）。

・ 災害復旧現場という状況において、早期の

施工完了による２次災害の防止効果もあった。

・ 施工後の仕上がりも問題なく、品質は良好

であった（写真―３）。

写真―３ 擁壁工の早期完了

４．適用条件と留意点

�１ 適用条件

本工法は、ほとんどのブロック積の現場に適用

可能であり、特に本工事の災害復旧のような急を

要する現場には最適な工法である。

また、今回のように既設のブロック積を取壊し、

新設に積み直すような、地山が不安定な状態にな

る場合も、急速施工が可能な本工法は適する。

�２ 施工時の留意点

施工時の留意点を以下に示す。

・ 根石ブロックの代わりに基礎ブロックを設

置する際、上部に積み上げて行ったとき、ブ

ロックが入らない恐れがあるため、曲線部に

目地の調整が必要となる。

・ 積み上げ方式で施工するため、ブロックを

積み上げる際、下層部のブロックのズレが上

段のブロックに影響を与えるため、１段目お

よび２段目の施工精度がとても重要になる。

５．おわりに

本工事は、震災の災害復旧工事という特殊な条

件の下での工事であった。工期短縮は、多くの現

場で課題となるが、被災住民の一刻も早く復旧し

てほしいという願いは、一般の現場では経験でき

ないものであった。

本工事のような現場は、安全確実に一刻も早く

工事を完了させることが重要である。

工事を予定より早く完了させることが出来たこ

とは、施工管理を担当したものとして、わずかで

はあるが社会に貢献できたと感じられた。

本工事の経験を生かし、今後もさらに安全でよ

りよいものを施工できるよう、努力していく所存

である。

図―３ 従来工法と変更後の工程の比較
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